
地域障害者職業センターにおける発達障害者に対する専門的支援の試行実施の流れ

発達障害者就労支援カリキュラム
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・ 問題解決技能
・ 対人技能
・ リラクゼーション技能
・ 作業マニュアル作成技能

・事業所での体験実習を実施（３週間程度）
（各種技能を事業所で実践的に支援）
・事業所での支援状況を踏まえ、技能体得
講座等を再実施
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の支援内容等の
確認等
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●全国４箇所の地域障害者職業センターで試行 （H19～東京、大阪 H20.7月（予定）～滋賀、沖縄） １４

３ 就労支援の推進

発達障害に関する知見を集積し、全国へ情報提供・普及啓発活動を行う。

発達障害情報センター

普及・啓発
（ポスター・シンポジウム等）

情報発信
（インターネット等）

発達障害に対する理解の促進、発達障害者支援の普及・向上

・ 国民（親）等 ・ 医療関係者

・ 保健関係者 ・ 福祉関係者
・ 教育関係者 ・ その他
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４ 情報提供・普及啓発 ⑨発達障害情報センター

（10月1日から国立障害者リハビリテーションセンターに設置）
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